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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

１月度生涯研抄録

歯列不正と咬合異常
事例で学ぶ口腔機能管理

畑﨑清孝氏（堺市開業）

日
時　

２
０
２
０
年
１
月
19
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

畑
﨑
清
孝
氏
（
堺
市
開
業
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

歯
列
不
正
と
咬
合
異
常
〜
事
例
で
学
ぶ
口
腔
機
能
管
理

１
月
度
生
涯
研
修

日
時　

12
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
労
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

※
『
医
院
経
営
と
雇
用
管
理
２
０
１
９
年
改
訂
版
』（
12
月

15
日
号
機
関
紙
に
同
封
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

働
き
方
改
革
法
、日
常
の
雇
用
管
理
に
ど
う
生
か
す
か

医
科
・
歯
科
経
税
部
共
催『
医
院
経
営
と
雇
用
管
理
２
０
１
９
』発
刊
記
念

第
１
回　

２
０
２
０
年
１
月
11
日
（
土
）

　

内
容　

物
件
選
び
と
お
金
に
ま
つ
わ
る
基
礎
知
識

第
２
回　

２
月
１
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

　

内
容　

お
金
の
使
い
方
と
業
者
へ
の
依
頼
す
る
注
意
点

第
３
回　

２
月
29
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

　

内
容　

お
金
が
残
る
経
営
と
新
規
個
別
指
導
と
は

時
間　

各
回
と
も
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

大
野
貴
志
氏
（
吹
田
市
開
業
）、

　
　
　

春
藤
竜
也
氏
（
株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
デ
ン
タ
ル
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

※
一
部
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す

新
規
開
業
セ
ミ
ナ
ー
（
全
３
回
）

ス
タ
ッ
フ
向
け
講
習
会

日
時　

２
０
２
０
年
１
月
12
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

天
野
敦
雄
氏（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
教
授
）

会
費　

３
千
円

明
日
か
ら
実
践
！
目
か
ら
う
ろ
こ
の　

Ｔ
Ｂ
Ｉ
＆
Ｐ

Ｍ
Ｔ
Ｃ 日

時　

12
月
21
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

吉
岡
秀
郎
氏
（
大
阪
労
災
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
）

会
費　

３
千
円

※
遅
刻
・
途
中
退
出
の
場
合
は
修
了
証
を
発
行
で
き
ま
せ
ん

歯
初
診
（
院
内
感
染
防
止
対
策
）・
外
来
環
の
施
設

基
準
に
係
る
研
修
会

税
務　

12
月
18
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

12
月
19
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

法
律　

２
月
４
日
（
火
）
午
後
２
時
〜
４
時

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談

　

左
手
首
か
ら
肘
に
か
け
て
大
き

な
手
術
痕
が
あ
る
。

　

「
高
校
の
時
、
試
合
中
の
タ
ッ

ク
ル
で
や
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で

す
。
長
袖
を
ま
く
る
と
曲
が
る
は

ず
の
な
い
と
こ
ろ
で
90
度
折
れ
曲

が
っ
て
い
て
、『
う
わ
っ
、
本
当 　

昨
今
、
小
児
患
者
の
口
腔

機
能
の
低
下
や
異
常
、
悪
習

癖
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

様
々
な
口
腔
機
能
の
問
題
に

よ
っ
て
、
歯
列
不
正
や
咬
合

異
常
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
。

　

当
院
は
、
歯
列
不
正
や
咬

合
異
常
の
あ
る
小
児
患
者

を
、
よ
り
よ
い
口
腔
内
環
境

に
し
て
大
人
に
育
て
て
い

く
、
そ
ん
な
治
療
に
力
を
注

い
で
い
る
。
器
具
を
使
っ
た

矯
正
治
療
も
行
う
が
、
併
行

し
て
生
物
学
的
機
能
療
法
は

欠
か
せ
な
い
。

　

所
属
す
る
床
矯
正
研
究
会

で
は
矯
正
治
療
に
は
、
①
バ

イ
オ
セ
ラ
ピ
ー
（
生
物
学
的

機
能
療
法
）
と
、
②
メ
カ
ニ

カ
ル
な
治
療
の
２
種
類
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
生
物
学
的

機
能
療
法
と
は
原
因
を
改

め
、
正
し
く
成
長
す
る
こ
と

で
自
分
の
力
で
治
る
こ
と
で

あ
る
。
例
え
ば
、
食
事
の
環

境
を
見
直
す
こ
と
や
悪
い
習

慣
を
や
め
る
こ
と
が
そ
れ
に

あ
た
る
。
こ
れ
が
本
来
の
治

療
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
生
物
学
的
機
能
療
法

の
主
役
は
歯
科
衛
生
士
を
中

心
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る

が
、
歯
科
医
師
が
主
導
と
な

り
、
医
院
全
体
で
「One  

Team

」
と
な
り
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
患
者
に
寄
り
添
い
、
時

に
は
優
し
く
、
時
に
は
厳
し

く
、
患
者
の
口
腔
機
能
の
問

題
を
改
善
し
て
い
く
。
ブ
ラ

ケ
ッ
ト
な
ど
固
定
式
矯
正
装

置
の
装
着
や
、
可
撤
式
床
装

置
を
用
い
た
メ
カ
ニ
カ
ル
な

治
療
を
行
う
際
に
も
、
医
院

全
体
の
取
り
組
み
が
重
要
と

な
る
。

　

今
回
は
、
２
０
１
７
年
８

月
の
生
涯
研
修
で
話
し
た
以

降
に
学
ん
だ
こ
と
、
経
験
し

た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
プ

ラ
ス
し
て
話
す
。
前
回
話
し

て
い
な
い
「
萌
出
異
常
歯
」

へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
症

例
を
交
え
て
話
し
た
い
。

　

今
回
の
講
演
を
き
っ
か
け

に
、
ぜ
ひ
皆
様
に
も
予
防
歯

科
の
一
環
と
し
て
小
児
の
歯

列
不
正
・
咬
合
異
常
の
予
防

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
と
て
も
嬉
し
く
思
う
（
日

時
等
は
「
協
会
行
事
案
内
」

参
照
）。

活
用
指
導
料
等
は
、
医
学
管

理
の
算
定
と
処
置
の
算
定
等

は
関
係
が
な
い
こ
と
か
ら
、

必
要
に
応
じ
て
実
施
・
算
定

で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ

る
。

　

『
２
０
２
０
年
診
療
報
酬

改
定
に
向
け
た
保
団
連
要

求
』
は
保
団
連
、
協
会
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
。

週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
11
月
30

日
号

　

ビ
ジ
ネ
ス
雑
誌
『
週
刊
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
』
が
歯
医
者
を

特
集
。
歯
科
医
院
紹
介
サ
イ

ト
「
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
歯
科
」
の

実
態
や
新
た
な
自
費
市
場
と

し
て
注
目
の
「
マ
ウ
ス
ピ
ー

ス
型
矯
正
」
の
現
状
を
紹
介

し
て
い
る
。
同
サ
イ
ト
が
グ

ー
グ
ル
検
索
の
上
位
を
独
占

す
る
か
ら
く
り
や
、
有
料
契

約
す
る
医
院
の
番
号
に
患
者

か
ら
電
話
が
か
か
る
と
課
金

さ
れ
る
、〝
巧
み
な
〞
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
問
題
点
を
指

と
よ
り
、
十
分
な
周
知
を
経

て
導
入
す
る
こ
と
。

理
由

継
続
管
理
に
要
す

る
検
査
や
処
置
等
が
適
性
に

評
価
さ
れ
て
い
な
い
。

要
求

歯
科
疾
患
管
理
料

の
初
回
算
定
ま
で
の
期
間
制

限
や
対
象
疾
患
を
見
直
す
こ

　
　
　
　

歯
科
疾
患
は
多
岐

に
わ
た
り
、
か
つ
、
有
床
義

歯
者
も
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
義
歯
に
係
る
管
理
も

含
め
て
全
て
の
疾
患
を
対
象

と
す
べ
き
で
あ
る
。
点
数
に

つ
い
て
は
一
律
の
評
価
と
せ

ず
、
慢
性
疾
患
と
そ
の
他
の

疾
患
等
、
管
理
内
容
に
よ
っ

て
適
正
に
評
価
し
、
評
価
を

理
由

大
幅
に
引
き
上
げ
る
べ
き
で

あ
る
。

　

歯
科
特
定
疾
患
療
養
管
理

料
と
の
併
算
定
を
認
め
る
と

と
も
に
、
１
回
目
算
定
日
に

係
る
要
件
を
廃
止
し
て
、
必

要
に
応
じ
て
算
定
で
き
る
よ

う
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。
さ

　
　
　
　

２
０
１
８
年
改
定

で
新
病
名
と
し
て
導
入
さ
れ

た
「
口
腔
機
能
低
下
症
」、

「
口
腔
機
能
発
達
不
全
症
」

の
継
続
管
理
に
係
る
医
学
管

理
料
、
検
査
、
処
置
等
を
評

価
す
る
こ
と
。
新
病
名
の
導

入
に
際
し
て
は
、
臨
床
現
場

要
求

と
。「
口
腔
機
能
低
下
症
」

及
び
「
口
腔
機
能
発
達
不
全

症
」
に
係
る
管
理
に
つ
い
て

は
歯
科
疾
患
管
理
料
の
加
算

点
数
と
し
て
の
評
価
体
系
を

改
め
、
独
立
点
数
と
し
て
評

価
し
、
大
幅
に
引
き
上
げ
る

こ
と
。

ら
に
、
機
械
的

歯
面
清
掃
や
歯

周
病
患
者
画
像

が
混
乱
し
な
い

よ
う
、
治
療
方

針
の
確
立
は
も

に
僕
の
腕
や
ろ
か
』
と
思
い
ま
し

た
」。
青
春
時
代
の
大
ケ
ガ
を
あ

っ
け
ら
か
ん
と
笑
い
飛
ば
す
。

　

日
本
中
が
沸
い
た
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ

杯
。
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
を
サ
ポ
ー
タ

ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
先
行
発
売
で
入
手

し
、
試
合
会
場
に
３
回
足
を
運
ん

だ
。
日
本
代
表
の
サ
モ
ア
戦
で
は

土
曜
の
午
前
診
が
終
わ
る
と
車
に

飛
び
乗
り
、
愛
知
県
・
ト
ヨ
タ
ス

タ
ジ
ア
ム
に
駆
け
付
け
た
。

　

満
員
の
観
衆
が
桜
の
ジ
ャ
ー
ジ

ー
に
向
か
っ
て
声
を
か
ら
し
、
選

手
は
力
の
限
り
を
尽
く
し
て
相
手

に
立
ち
向
か
う
。「
今
ま
で
感
じ

た
こ
と
が
な
い
一
体
感
で
圧
巻
で

し
た
。
と
に
か
く
す
ご
か
っ
た
」

　

楕
円
の
ボ
ー
ル
を
手
に
し
た
の

は
高
校
に
な
っ
て
か
ら
。
中
学
に

ラ
グ
ビ
ー
部
は
な
く
、
他
校
の
塾

仲
間
か
ら
「
体
が
大
き
い
か
ら
フ

ォ
ワ
ー
ド
に
向
い
て
い
る
」「
高

校
に
入
っ
た
ら
対
戦
し
よ
う
」
と

誘
わ
れ
た
。

　

当
初
の
志
望
校
は
公
立
の
進
学

校
だ
っ
た
が
、「
親
に
黙
っ
て
ラ

グ
ビ
ー
部
が
あ
る
私
立
の
男
子
校

に
変
更
し
た
」
と
い
う
。「
両
親

を
説
得
す
る
た
め
、『
共
学
だ
と

遊
ん
で
し
ま
う
。
男
子
校
で
勉
強

に
専
念
し
た
い
』
と
適
当
な
理
由

を
つ
け
て
ね
。
そ
う
言
っ
た
手

前
、
入
学
後
は
部
活
と
勉
強
を
両

立
さ
せ
る
の
に
必
死
で
し
た
よ
」

　

高
校
・
大
学
と
ラ
グ
ビ
ー
漬
け

の
日
々
を
送
り
、
歯
科
医
師
と
し

て
働
き
だ
し
て
か
ら
も
社
会
人
チ

ー
ム
で
汗
を
流
し
た
。
心
と
体
の

ぶ
つ
か
り
合
い
を
通
し
て
互
い
を

理
解
し
合
い
、
先
輩
・
後
輩
問
わ

ず
一
生
の
付
き
合
い
が
で
き
る
仲

間
が
で
き
た
、
と
。「
ラ
グ
ビ
ー

を
や
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
今
の

自
分
は
な
い
」

　

33
歳
で
現
役
を
退
い
て
も
、
ラ

グ
ビ
ー
熱
は
冷
め
や
ら
ぬ
ま
ま
。

テ
レ
ビ
で
各
国
代
表
や
ト
ッ
プ
リ

ー
グ
、
学
生
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
手
当

た
り
次
第
に
観
戦
し
、〝
花
園
〞

に
も
通
う
。
８
年
ぐ
ら
い
前
に
高

校
の
ラ
グ
ビ
ー
部
が
廃
部
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
今
の
人
気
が
根

づ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

「〝
ノ
ー
サ
イ
ド
〞〝
ワ
ン
チ
ー

ム
〞
な
ど
ラ
グ
ビ
ー
に
は
素
晴
ら

し
い
精
神
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

『
子
ど
も
に
習
っ
て
ほ
し
い
』
と

思
う
大
人
が
増
え
て
く
れ
れ

ば
」。
そ
う
話
し
、
桜
の
ジ
ャ
ー

ジ
ー
を
眺
め
た
。

歯
管
の
制
限
見
直
せ

診
療
報
酬
改
定
・
保
団
連
要
求
を
読
む 

②

人生変えたラグビー

畑
﨑
清
孝
先　

　

生
（
50
）
堺
市

歯科歯科
拾拾拾 読読読いいい みみみ

摘
し
て
い
る
。

　

な
お
、
ビ
ジ
ネ
ス
誌
に
は

珍
し
く
、
根
管
治
療
の
保
険

点
数
が
低
す
ぎ
る
問
題
に
つ

い
て
も
解
説
し
て
い
る
。

公
衆
衛
生
11
月
号

　

雑
誌
『
公
衆
衛
生
』
が
歯

科
口
腔
保
健
を
特
集
。「
歯

科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
７

年
、
自
治
体
は
施
策
に
取
り

組
み
始
め
て
い
る
が
、
現
場

で
は
様
々
な
困
難
が
あ
る
。

相
田
潤
東
北
大
准
教
授
の
論

考
や
、
歯
科
口
腔
保
健
事
業

の
担
当
者
ら
の
実
践
事
例
を

紹
介
す
る
。
歯
科
口
腔
保
健

の
重
要
性
を
行
政
内
部
で
広

め
る
と
と
も
に
、
業
務
で
活

用
で
き
る
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
公
衆
衛
生
担
当
者
向
け
に

紹
介
。


